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機能一覧

パスワード認証機能
ハードウェア暗号化

AES 256bit
ウイルス検知機能 搭載

Windows / macOS
対応

管理者権限 / 制限付アカウント
対応

高速転送規格
USB3.2 Gen1×1対応
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パスワードポリシー設定 パスワードレスキュー機能 ウイルス対策機能

ポリシー配信機能 動作制限設定 本体設定

資産管理機能

Traventy 3 USBメモリ 本体機能

Traventy 3 AdminPack 管理機能

※ Traventy 3 のすべての機能のご利用には「Traventy 3 AdminPack」のご購入が必要です。

※ 資産管理機能のご利用には「AssetFinder シリーズ」の構築、またはサービスのご契約が必要です。



堅牢な情報漏えい対策機能
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パスワード認証機能

Traventy 3 を使用する際は、あらかじめ設定したパスワードに

よる認証が必要です。 認証前の状態でUSBメモリへのデータ保存

および保存データへのアクセスは一切行えません。(最小4桁～最

大16桁)

パスワードポリシーは、別売の管理用ソフトウェア「Traventy 3 

AdminPack」による設定でカスタマイズが行えます。

ハードウェア強制暗号化(AES 256bit)

パスワード認証後、データ領域に保存されたファイルは自動的に

暗号化されます。(ハードウェア強制暗号・AES 256bit)

平文(暗号化されていない状態)のファイルは保存することはでき

ません。



ウイルス対策機能
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ウイルス検知機能(TMUSB)

Traventy 3 にはTrend Micro社製ウイルス検知ソフトウェア

「Trend Micro USB Security™(TMUSB)」が搭載されていま

す。TMUSBは、データ領域にコピーされた不正なファイルを自

動的に検知・隔離を行います。

パターンファイルアップデート

インターネットに接続された環境でTMUSBが起動すると、Trend 

Micro社のパターンファイル配信サーバに自動的に通信を行い、

最新のパターンファイル情報を取得します。

オフライン環境でも、端末に対象のTrend Micro社製ウイルス対

策ソフトウェアがインストールされている環境であれば、ローカ

ルアップデートにも対応しています。

▼インターネットアップデート ▼ローカルアップデート

ON-LINE

OFF-LINE

Trend Micro Apex One 2019 / ウイルスバスターコーポレートエディション XG
ウイルスバスタービジネスセキュリティ 10.0 / 9.5 / 9.0

※ スマートスキャン機能有効時には、ローカルアップデートは行えません。
※ ライセンス期間が終了するとウイルス検知機能が動作しないため、ローカルアップデートを行うこ

とはできません。

ローカルアップデート
対象製品



その他基本機能
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データ領域の読み取り専用機能

パスワード認証時にデータ領域を読み取り専用で開くか選択する

ことができます。読み取り専用で起動することで、データ領域へ

の書き込みは禁止されるため、不正なファイルコピーを防止する

ことができます。

対応環境

Windows クライアントOS以外にも、Windows Server OSや

macOSでもご利用いただけます。

インストール不要で管理者権限 / 制限付きアカウントでもそのま

まご利用いただけます。

※ TMUSBは、macOSでは使用できません。

Windows
Client OS

Windows
Server OS

macOS

インストール不要 管理者権限/制限付アカウント

オートラン系ウイルス

不正ファイル

データ領域への
書き込みをブロック



Traventy 3 AdminPack

Traventy 3 AdminPackをご導入いただくと、Traventy 3(以下、「USBメモリ」) の管理を行なうための3つのツールをご使用い

ただけます。本ツールをご使用いただくことで、お客様の運用に合わせた各種機能の設定や、各種運用支援ツールをご活用いただく

ことが可能になります。(※Traventy 3 AdminPack 1本につき、各ツールの1インストールライセンスをご提供します。)
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ポリシー設定ツール レスキューツール ポリシー配信ツール

USBメモリに設定する各種機能(ポリ
シー)を選択します。

選択したポリシーをUSBメモリに書き込
む「初期化ツール」を作成します。

パスワード忘失 / ロック時に、パスワー
ドリセット / ロック解除用のレスキュー
コードを発行します。

ポリシー変更やバージョンアップ時に、
ネットワーク経由で新しい初期化ツール
をクライアントに配信します。

※ ポリシー設定にて「レスキュー機能」を有効
にした場合に使用します。

※ ポリシー設定にて「ポリシー配信」を有効に
した場合に使用します。



ポリシー設定ツール

6

パスワード設定

パスワードポリシー

桁数
使用文字種、混在文字種
有効期限
再利用制限、変更制限
認証失敗制限

パスワードレスキュー
レスキューツール
マスターパスワード設定

ウイルス対策
TMUSB
オートラン対策機能

有効 / 無効
ライセンス自動更新設定

資産管理（※） AssetFinderシリーズ連携
通信先設定
リモートワイプ時のロック
棚卸し設定

ポリシー配信 配信サーバ通信先の設定

制限設定

使用可能期間 最大使用可能日数の設定

動作制限
特定環境でのみ使用可
コピーガード機能設定

本体設定
メッセージカスタマイズ
ドライブ設定
追加ファイル設定

⚫ 設定ポリシー項目一覧

※ 資産管理機能のご利用には、「AssetFinderシリーズ」の構築、またはサービ
スのご契約が必要です。

⚫ ポリシー設定ツール

初期化ツール
作成

ポリシーの設定

ポリシー設定ツールは、お客様の運用・セキュリティ要件に合わ

せた各種機能を選択し、USBメモリにポリシーを設定するプログ

ラム「初期化ツール」を作成します。利用者は管理者が定めたセ

キュリティポリシーを遵守しUSBメモリを使用することができま

す。



パスワードレスキュー機能
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レスキューツールによる、ロック解除・パスワードリセット機能

レスキューツールを使用することで、出張先や外出先で利用者がパスワード忘れ・ロックがかかってしまった場合でも、スムーズに

ロック解除・パスワードリセットが行えます。

• テキストのみの交換でOKなので、電話やメールで対応可能です。

• ヘルプコード / レスキューコードは使い捨てなので、再利用され
る心配はありません。

利用者

運用管理者
ヘルプコードを連絡

レスキューコードを連絡

ロック解除・パスワードリセット

USBメモリに保存されているデータは削除されませんので、レスキュー後速やかに業務を継続することが可能です。

マスターパスワードの設定

利用者が設定するユーザパスワードとは別に、管理者用のマス

ターパスワードを設定することが可能です。
• 利用者が設定するパスワード
• USBメモリにより異なる

• 管理者が設定したパスワード
• すべてのUSBメモリ共通

ユーザパスワード マスターパスワード

※ パスワードロック状態のUSBメモリに、マスターパスワードは入力できません。



ウイルス対策機能
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TMUSB 有効 / 無効の設定

USBメモリに標準で搭載されている「TMUSB」の使用有無を設

定することができます。

「使用しない」場合はウイルス検知機能は起動しません。また、

アクティベーション前であれば、標準で保有しているライセンス

有効期間も消費されません。

ON OFF

TMUSBの有効期間

TMUSBは「1年版」となり、利用開始時のアクティベーション実

行から365日間ライセンス期間が有効になります。

次年度以降も継続して本機能を利用するには、有効期限を365日

間延長する「TMUSB更新ライセンス」の購入と更新作業が必要

です。(詳細は次ページを参照)

※ 更新を行わない場合は、TMUSBの機能は停止します。

365日間

更新

利用開始

ライセンス期限

365日間

※ ライセンス更新は、有効期限の30日前から行えます。

※ 有効期限前に更新した場合は、ライセンス期限から365日後まで有効

期限が延長されます。

※ 有効期限超過後に更新した場合は、更新実施日時から365日後まで有

効期限が延長されます。



TMUSBライセンス更新
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※ TMUSBライセンスの更新は、「TMUSB更新ライセンス」のご購入後発行される「ライセンスコード」が必要です。

※ 自動更新機能をご利用の場合には、「TMUSB更新ライセンス」を購入し、ポリシー設定を行なう際に発行された「ライセンスコード」をUSBメモリに設定する必
要があります

※ ライセンスコードには、TMUSBの有効期限を延長する権利(ライセンス)が付与されます。USBメモリが更新を行なう毎に1ライセンスずつ消費されます。ライセ
ンスを追加する場合は、必要数「TMUSB更新ライセンス」の購入が必要です。

ライセンス管理サーバ

有効期限に関する警告画面

が表示されます。

USBメモリをPCに接続し、

更新ツールを実行します。

更新可能期間中に起動すると、自動的

に有効期限の更新処理を実行します。

更新完了 ライセンス更新完了

手動更新 自動更新

更新更新

年次更新の設定（自動更新 / 手動更新）

TMUSBの有効期間は、専用ツールで更新を行なう「手動更新」、または、USBメモリが更新時期に合わせて自動で更新を行なう「自

動更新」をお選びいただけます。

自動更新は、更新期間中(有効期限の30日前以降)にインターネットに接続されている端末で起動すると、自動で更新処理を実行しま

す。管理者・利用者側で手動で更新を行なう必要はなく、ライセンス更新忘れなどの心配はありません。



その他のウイルス対策機能

10

万が一オートラン系ウイルスに感染した場合でも、次回 USBメ

モリ起動時にデータ領域に存在する「autorun.inf（自動実行

ファイル）」を強制的に削除します。自動実行ファイルを削除す

ることで、オートラン系ウイルスの拡散を未然に防ぎます。

自動実行系ウイルスの拡散を防止する「Autorun.inf 強制削除機能」

ライセンス更新実積の確認

ライセンス更新実積は「ライセンス更新ツール(管理用)」からロ

グCSVの出力することが確認することができます。

更新ログ内容

更新実施日時

USBメモリの内部シリアル番号

更新後のライセンス有効期限

USB個別ID(※)

USBシリアル番号(※)

※ 「USB個別ID」「USBシリアル番号」は、「資産管理」ポリシーを有
効に設定された場合に取得します。

memo

• USBメモリの「内部シリアル番号」はPCで認識される値にな

ります。必要に応じて事前に値を管理する必要があります。

(参考：シリアル抽出サービス)



ポリシー配信機能
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ポリシーの変更やバージョンアップ時には、ネットワーク経由で

すべてのUSBメモリにアップデートを行えます。

USBメモリは起動時にポリシー配信ツールがインストールされて

いる端末へアクセスし、ポリシー更新の有無を確認します。

更新されたポリシーがアップロードされていた場合のみ、配信

ツールより初期化ツールをダウンロードし、USBメモリの初期化

が実行されます。

memo：簡易初期化ツールを使って、データを損なわずに強制アップデート

Traventy 3 ポリシー設定ツールは、USBメモリに保存されているデータを損なわずに、パスワード情報の初期化とポリシーの更新を行える

「簡易初期化ツール」を生成します。

ポリシー配信ツールの「強制初期化」と「簡易初期化ツール」を併用することで、利用者の判断を問わずにポリシー更新を実施することが可

能です。データは損なわれませんので業務効率を下げることはありません。



期限超過後、ロックがかかり使用不可

動作制限設定
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USBメモリの使用可能な日数をポリシーで設定することが可能です。設定された日数を超えると、USBメモリは自動的にロックがか

かり使用継続することはできません。

使用可能期間の設定

利用者から使用日数延長の申請があった際には、「レスキューツール」を使用することで、指定した日数使用期間を延長することが

可能です。出張期間が延長した場合など、遠隔地にいる利用者に対しても適切な期間延長対応が行えます。

使用可能期間延長（レスキュー対応）

設定ポリシー：10日間のみ使用可能

期限の3日前から、警告メッセージが表示

利用者 運用管理者

ヘルプコードを連絡

レスキューコードを連絡

使用日数を延長



用途に合わせた動作制限設定
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USBメモリに対し、特定の動作制限を設定します。動作制限が設定されたUSBメモリは、特定または複数の条件指定を元に管理者が

許可した環境でのみ制限が解除されます。

社内でも特定の端末でのみUSBメモリの利用を許可したい場合や、自宅や外部での利用を制限したい場合に有効です。

◼ 設定可能な動作制限

◼ 動作制限解除の判定条件

• USBメモリの起動を禁止します。
• 管理サーバへのログ送信（通信）

を禁止します。
• USBメモリ内のデータのコピーを

禁止します。

運用に合わせたUSBメモリの動作制限（利用禁止 / 通信禁止 / コピー禁止）

動作制限解除ツールのインストール

以下の条件の組み合わせ(and条件)

1. IPアドレスによる判定
2. MACアドレスの一致による判定
3. PC内特定ファイル / フォルダの有無による判定
4. PCの所属するワークグループ名 / ドメイン名による判定

または

利用禁止 ログ送信禁止 コピー禁止



コピーガード機能
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コピーガード機能を設定することで、社内環境ではUSBメモリへの読み書きが許可され、自宅や委託先などの環境ではUSBメモリ内

でのみ閲覧・編集が行えます。USBメモリ内のデータは、ローカルPCへコピーすることはできません。特定のプロセスのみ起動を許

可、ネットワークアクセスの禁止、印刷の禁止など、より高度な情報流出制御が実現できます。

自宅や外部環境時にデータを流出させないコピーガード機能

外部の端末（コピーガード環境）

ドラッグ＆ドロップ コピー＆ペースト

別名保存 印刷 ※

ネットワークアクセス ※ プロセス起動 ※

⚫ コピーガード環境では、以下の操作は禁止！

職場内の端末（動作制限解除環境）

• 動作制限解除環境では、パス

ワード認証後USBメモリ内の

データの 読み込み / 書き込み

が可能 。

※ ポリシー設定時に制限の有効・無効を設定することができます。
※ 「プロセス起動」は指定したプロセスのみ許可、または自動許可設定の選択

が可能です。

パスワード保護
データ暗号化

注意事項memo
※ コピーガード機能のご利用には管理者権限アカウントが必要です。制限付きアカウントでご利用の場合はドライバのインストールが必要です。
※ コピーガード機能を設定したUSBメモリは、macOSではご利用いただくことはできません。
※ コピーガード環境では「SV機能(ファイル操作関連)」ログは取得できません。

コピー禁止

コピーガード環境動作確認済みソフトウェア / OS

ソフトウェア

Microsoft Excel / Word / PowerPoint 2021 (64bit版 / 32bit版)

Microsoft Excel / Word / PowerPoint 2019 (64bit版 / 32bit版)

Microsoft Excel / Word / PowerPoint 2016 (64bit版 / 32bit版)

Adobe Acrobat Reader、メモ帳

OS
Windows 11 / 10 (64bit / 32 bit)
※officeの64bit版およびWindows 11は、64bit OSのみサポート対象。



運用に合わせた本体設定
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USBメモリ起動時に、任意のメッセージを表示することが可能です。注

意喚起や、不正利用抑止のメッセージを表示させることで、セキュリ

ティ意識の向上に繋がります。

起動メッセージ表示で、セキュリティ意識を向上

USBメモリ利用時に表示されるエラーメッセージの内容を、任意の内容に編集することが可能です。お客様の運用に沿った内容に編

集することで、管理者・利用者ともに円滑なUSBメモリの運用をサポートします。

運用に合わせたエラーメッセージカスタマイズ機能

編集可能なエラーメッセージ 有効にするポリシー設定項目

認証失敗制限時のメッセージ パスワード認証失敗制限

ロック状態で使用した際のメッセージ パスワード認証失敗制限 → ロック

ユーザ無効化状態で使用した際のメッセージ 資産管理機能

棚卸し未完了によるロック時のメッセージ 資産管理機能 → 棚卸し機能

使用可能期間を超過した際のメッセージ 使用可能期間設定



運用に合わせた本体設定
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USBメモリのデータ領域サイズを最小320MBに縮小することが可能です。利用者に大容量データの持ち出しを制限したい場合などに、

有効な設定です。

データ保存領域の容量制限設定

PCに認識されるドライブ名を任意の名称に指定することが可能で

す。セキュリティUSBメモリを初めて使用する利用者にも直感で

分かりやすい名称に指定することで、円滑な運用をサポートしま

す。

ボリュームラベルの指定

管理
領域

データ領域 管理領域
データ
領域サイズ変更

※ 管理領域は書き込み禁止のため、利用者はデータを保存することはできません。

初期設定値

変更例

◼ 管理ドライブ ◼ データドライブ

MANAGE_DRV USER_DRV

PASSWORD DATA_DRV



運用に合わせた本体設定
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USBメモリのデータ領域のファイルシステムを「FAT形式」から「NTFS形式」に変更することが可能です。「NTFS」を選択するこ

とで、大容量データも一括コピーが可能になります。

大容量一括コピーに対応！ファイルシステムの設定

USBメモリの管理ドライブ、またはデータ領域にあらかじめ任意

のファイルを追加することが可能です。操作マニュアルや、ヘル

プデスクの連絡先などを追加し、円滑な運用をサポートします。

追加ファイルの設定

FAT形式

NTFS形式

• 1ファイルの容量は最大4GBまで取り扱い可能。

• 1ファイルが4GB以上でも取り扱い可能。(容量制限はありません。)

• 利用者による追加ファイル
の削除不可。

• パスワード認証前にアクセ
ス可能。

管理ドライブ

• 利用者による追加ファイル
の削除可能。

• パスワード認証後にアクセ
ス可能。

データ領域

※ NTFS形式を選択した場合、macOS環境ではご利用いただけません。

注意事項memo

※ ファイルシステムの選択における「NTFS形式」を選択し
た場合、及び「動作制限設定」における「コピーガード機
能」を選択した場合は、macOSプログラムの追加は行な
えません。



資産管理機能

「資産管理機能」を有効に設定することで、「AssetFinder シリーズ」と連携した資産管理機能をご利用いただけます。本機能をご

利用いただくことで、USBメモリは管理サーバに通信を行いログ送信を行い、管理者は利用状況を適切に把握することが可能になり

ます。

USBメモリの運用管理に必要な「台帳管理」「棚卸し管理」機能や、紛失時の「リモートワイプ」など、万全なセキュリティ管理を

実現します。
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※ 資産管理機能のご利用には、AssetFinder シリーズの構築、または、サービスご契約が必要です。

※ 証跡管理(ファイル操作ログ管理)機能のご利用には、AssetFinderの構築及び「SV機能利用ライセンス」のご契約、または、AssetFinder Cloud のサービスご契約が必要です。

セキュリティUSBメモリ 管理用ソフトウェア

クラウド版ログ管理サービス クラウド版
リモートワイプサービス

オンプレミス版

SV機能利用ライセンス



AssetFinder シリーズの比較

AssetFinder シリーズには、弊社クラウドサービスでご利用いただける「クラウド版」と、お客様にてサーバ構築後ご利用いただけ

る「オンプレミス版」がございます。
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AssetFinder Cloud
AssetFinder

Remote Wipe Service
AssetFinder

サービス形態 クラウド（SaaS) クラウド（SaaS） オンプレミス

サーバ・インフラ調達

サーバ運用 / メンテナンス

利用ログ管理 －

台帳管理

棚卸し管理 －

リモートワイプ ※1

アカウント管理 － －

ログ削除機能 － ※2

ログアーカイブ機能 － －

通知機能 －

ダッシュボード － －

※ オンプレミス版は、お客様が構築されたサーバでご利用いただきます。
※ 1）オンプレミス版で「リモートワイプ機能」を行うには、サーバをインターネットと接続できる環境（DMZ）に構築する必要があります。
※ 2）オンプレミス版のログ削除は、手動削除のみになります。（クラウド版は自動・手動の両機能をご利用いただけます。）



AssetFinder Cloud 運用イメージ
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ログ送信

台帳管理

ログ管理

棚卸し管理

利用者

運用管理者

オフライン時:蓄積
(約10,000回)

パスワード保護

ロック / 初期化

リモートワイプ

紛失・盗難

Internet

社内環境

社外環境

盗難環境

• 社内 / 社外を問わず、インターネット環境で利用されたUSBメモリの管理が可能！

• 自社サーバの構築が必要ないため、サーバ運用・管理コストを削減！
POINT

ログ送信

ログ送信

運用イメージ：クラウドサーバでUSBメモリを管理

パスワード保護
データ暗号化



AssetFinder RWS 運用イメージ
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通信台帳管理

利用者

運用管理者

パスワード保護

ロック / 初期化

リモートワイプ

紛失・盗難

Internet

社内環境

社外環境

盗難環境

• 紛失・盗難時には、クラウドサーバに登録されたUSBメモリをリモートワイプ設定し、情報流出を防止！

• 自社サーバの構築が必要ないため、サーバ運用・管理コストを削減！
POINT

通信

通信

運用イメージ：クラウドサーバでUSBメモリを管理

パスワード保護
データ暗号化



AssetFinder 運用イメージ
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ログ送信

台帳管理

ログ管理

棚卸し管理

利用者

運用管理者

ログ記録・蓄積
(約10,000回)

パスワード保護

ロック / 初期化

紛失・盗難

(WEBサーバ / DBサーバ)

社内環境

社外環境

盗難環境

• 社内ネットワーク環境で操作されたログはリアルタイムで管理サーバへ送信。

• USBメモリに記録された社外利用時のログも、次回社内ネットワーク環境起動時に自動送信。
POINT

運用イメージ：社内ネットワークに管理サーバを構築

パスワード保護
データ暗号化



利用ログ管理機能

USBメモリのログはネットワークを経由し、すべて管理サーバに収集さ

れます。オフライン環境の利用ログはUSBメモリに記録され、次回管理

サーバに通信可能な環境で起動した際に自動送信されます。
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社内・社外を問わず、USBメモリのすべての動きを記録

⚫ 取得ログ一覧

クライアント情報 利用者・USBメモリ情報

操作日時 個人識別情報

グローバルIPアドレス USB個別ID

ローカルIPアドレス(※) USBシリアルNo.

MACアドレス(※)

コンピュータ名

ログインユーザ名

操作内容

認証プログラムの実行 アクティベーション完了 ファイルコピー フォルダコピー

パスワード認証成功 パターンファイル更新 ファイル作成 フォルダ作成

パスワード認証失敗 スキャンの実施 ファイル移動 フォルダ移動

無効化設定によるロック ウイルス検知 ファイル削除 フォルダ削除

無効化設定による初期化 Autorun.inf削除 ファイル名変更 フォルダ名変更

棚卸期限内未使用によるロック CD/DVDへの書き込み

※ オフライン環境(クラウドサーバ非接続環境)時は、ローカルIPアドレスとMACアドレスは取得できません。

※ は「SV機能=有効」に設定された場合に取得します。

※ Traventy 3 の「動作制限設定」→「コピーガード」をご利用の場合、コピーガード環境では、 のログは取得できません。

※ macOS環境利用時のログは取得できません。

OFF-LINE

LOG

ON-LINE

ログは通信時暗号化！Point!

管理サーバ

• オフライン時のログはUSBメモリ内に
蓄積され、次回サーバ接続時に自動送
信されます。

• USBメモリには約10,000回分の操作
記録を蓄積します。

Point!

※ AssetFinder Remote Wipe Service ではログ管理機能はご利用いただけません。



利用ログ管理機能

管理サーバに記録されたログは、管理画面から確認することができます。

また、検索条件を使用することで「特定の利用者」「特定の期間」「特

定の操作」など複数の条件下のログを閲覧・CSVファイル出力すること

が可能です。
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条件指定で自由にログを検索

⚫ 検索項目

条件検索

最大3つの条件を「and」または「or」条件で検索できます。
各情報は「部分一致」または「完全一致」を選択できます。

<条件項目>

個人識別情報 USB個別ID USBシリアルNo. MACアドレス

ローカルIP グローバルIP コンピュータ名 ログインユーザ名

操作元ファイル 操作先ファイル

操作日時
USBメモリが各操作を実行した日時、または期間を選択することができ
ます。

操作内容 検索するログの種類を選択することができます。

操作端末(※)
「登録端末(社内利用)」または「未登録端末(社外利用)」で操作された
ログを選択することができます。

※ 操作端末の選択は、事前に管理サーバに社内端末情報の登録をする必要があります。
※ 画面は「AssetFinder Cloud」の管理画面になります。

※ AssetFinder Remote Wipe Service ではログ管理機能はご利用いただけません。



使用するUSBメモリ及び利用者の登録を行います。「どのグループ」の

「誰」が「どのUSBメモリ」を使用しているか台帳情報がデータベー

ス上で管理することが可能です。

登録された利用者は、各項目、未使用期間などを指定し検索、出力が行

えます。

登録・編集・削除方法は「個別」またはCSVによる「一括」が可能です。
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USBメモリと利用者を台帳管理

※ 画面は「AssetFinder Cloud」の管理画面になります。

グループ情報(3カテゴリ)
登録されているグループ情報から、利用者が所属するグ
ループを選択します。

USB個別ID
USBメモリを特定する任意の値を入力します。
(例; 資産管理番号、など)

個人識別情報
利用者を特定する任意の値を入力します。
(例; 利用者氏名、社員No.、など)

有効性
USBメモリ利用及びファイル操作ログ取得(SV機能)の
「有効」「無効」を選択します。

メモ(※)
任意の情報を入力します。
(例; 貸出用 期限◯◯月xx日、など)

⚫ 利用者情報登録項目

管理サーバ

東京本社 営業

○○ ○○夫

USB No.0001

大阪支社 営業

□□ □□郎

USB No.0002

総務部

△△ △子

USB No.0003

台帳管理

※ AssetFinder(オンプレミス版) では「メモ」はご利用いただけません。

※ AssetFinder Remote Wipe Serviceでは「グループ情報」はご利用いただけません。



台帳管理機能

利用者情報の登録項目として「グループ情報」を最大3カテゴリまで登

録いただけます。

グループ名は任意の名称を登録することができます。また、グループカ

テゴリ名も編集が可能ですので、お客様の運用に合わせてご設定いただ

けます。
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運用に合わせたグループ管理機能

※ 画面は「AssetFinder Cloud」の管理画面になります。

管理サーバ

営業部 開発部 総務部

本社

◯◯支社

△△支社

営業部

⚫ 利用者は最低1つのグループに所属するに必要があります。
⚫ グループカテゴリ名(3つ)は、任意の値に変更することができ

ます。

※ AssetFinder Remote Wipe Service ではグループ管理機能はご利用いただけません。



台帳管理機能

管理サーバに登録されている利用者情報は、豊富な検索条件で一覧から検索することができます。検索結果のCSVファイル出力や、

対象USBメモリのログ確認も行えます。
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条件指定で自由に利用者を検索

※ 画面は「AssetFinder Cloud」の管理画面になります。

条件検索

最大3つの条件を「and」または「or」条件で検索できます。

各情報は「部分一致」または「完全一致」を選択できます。

<条件＞

所属グループ 個人識別情報 USB個別ID USBシリアルNo.

未使用期間の指定
指定した期間使用されていない利用者情報を検索することがで

きます。

⚫ 検索項目

※ AssetFinder Remote Wipe Service では指定可能な条件は1つのみになります。対象は

「個人識別情報」「USB個別ID」「USBシリアルNo.」になります。



紛失時のリモートワイプ機能
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万が一USBメモリの紛失・盗難が発覚した場合には、管理サーバに登録されている対象USBメモリの「無効化設定」を行うことがで

きます。無効化されたUSBメモリがオンライン端末で起動したタイミングで、USBメモリ内のデータは強制削除されロックがかかり、

不正なデータアクセス・流出を防止します。リモートワイプが実行されたログは管理サーバに送信されるので、事故発生後も状況を

把握することができます。

リモートワイプ実行

紛失報告

通信

登録されている利用者リストか

ら対象USBメモリを「無効化」

無効化
紛失

盗難

USB002 USB002

USB001 USER001 ◯

USB002 USER002 ×

.

.

.
.
.
.

USB050 USER050 ◯

▼サーバ上の利用者リスト

※ サーバと通信が可能なWindows 環境でのみ、リモートワイプ機能が実施されます。

管理サーバ



棚卸し機能
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指定された棚卸し期間中に、管理サーバ環境下で「パスワード認証成功」操作を行うことで、正規利用者の使用実績として棚卸しが

完了されます。棚卸し期間中にオフライン端末でUSBメモリを操作した際には、指定した「棚卸し警告メッセージ」を表示し、利用

者に棚卸しを促します。棚卸し期間中に使用が確認できなかったUSBメモリは「棚卸し未完了」として自動的にロックがかかり、使

用が制限されます。

オンライン端末で「パスワード
認証成功」操作を実施

開始 棚卸し期限

棚卸し期間 棚卸し期間後

OFF-LINE

オフライン端末起動時には
棚卸し警告メッセージが表示

ON-LINE

棚卸し完了

棚卸し未完了USBメモリは、棚卸
し期間終了後、起動時にロック

オンライン端末ならロックされた
ログを管理サーバに送信

棚卸し未完了ログ送信

管理サーバ

ポリシ－設定にて「棚卸し機能」
を有効に設定



通知機能
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選択したログを管理サーバが記録すると、あらかじめ指定されたメールアドレスへレポートを通知します。

▼ 通知対象ログ

▼ 通知先アドレス登録画面

1 パスワード認証失敗

2 ウイルスの検知

3 Autorun.inf自動削除

4 無効化設定によるロック

5 無効化設定による初期化

6 棚卸し期間未使用によるロック

▼ 通知レポートイメージ

※ AssetFinder Remote Wipe Serviceでは「4」「5」のみ通知します。

※ AssetFinderでは通知機能はご利用いただけません。



豊富な導入支援サービス
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3,700社以上の導入実績から、お客様に最適なセキュリティポリシー / 
運用管理をご提案致します。

セキュリティポリシー / 運用管理策定のご支援

導入本数50本以上の場合は、お客様よりご指定頂いたセキュリティポ
リシーをUSBメモリに設定し、出荷させて頂きます。納品されたUSB
メモリにお客様で設定して頂く必要はございません。

※ 50本未満で本サービスのご希望の場合は、有償で承ります。

ポリシー設定済み出荷 / 納品サービス(50本以上無償)

USBメモリに資産管理用の管理番号シールを貼付
した状態で、納品致します。

通常シールは4桁連番となりますが、お客様オリ
ジナルのカスタマイズシールを作成することも可
能です。

管理番号シール添付サービス(有償)

納品するUSBメモリのシリアルNo.(外部 / 内部)
を抽出し、エクセルデータでご納品致します。
「管理番号シール貼付サービス」と併用し「管理
No.シール」+「外部シリアルNo.」+「内部シリ
アルNo.」を紐付けしたリストでのご提供も可能
です。

お客様の資産管理ソフトウェアと連携する際に必
要な情報の抽出をご支援します。

シリアル番号抽出サービス(有償)

Traventy 3が共通で保持するデバイス情報の1つ
「プロダクトストリングス(PNP)」をお客様指定
の情報に書き換えて納品します。デバイス制御ソ
フトウェアなどで、自社のTraventy 3を識別・
許可し、他社のTraventy 3は使用制限、とする
場合に有効なサービスです。

※ 50本未満で本サービスをご希望の場合は、有
償で承ります。

プロダクトストリングス書き換えサービス(50本以上無償)

出荷・納品

ご発注

設定
確認書 設定 出荷

0001

0002

0500

シリアル抽出

Traventy_003

SECURE USB

PNP

カスタマイズPNP



動作環境

Traventy 3（USBメモリ本体）

OS

• Windows 11 (21H2/22H2/23H2) Home / Pro / Pro Education / Pro for WorkStation /
Education / Enterprise (64bit)

• Windows 10 (21H2/22H2) Home / Pro / Education / Enterprise (64bit / 32bit)
• Windows Server 2022 Essetntials / Standard / Datacenter (64bit)
• Windows Server 2019 Essentials / Standard / Datacenter (64bit)
• Windows Server 2016 Essentials / Standard / Datacenter (64bit)

※ いずれのOS も日本語版/ 英語版に対応(コピーガード環境での利用は日本語版のみ)
※ Windows Server OS にてコピーガード環境は利用できません。
※ コピーガード環境では、「SV機能(ファイル操作関連)」ログは取得できません。

• macOS 14 / 13 / 12
※ いずれのOSも日本語版 / 英語版に対応
※ 動作制限ポリシーにて「コピーガード」を選択した場合、またはファイルシステムの選択にて「NTFS」を選択し

た場合は、macOSではご利用いただけません。
※ 「AssetFinder シリーズ」は、macOSには対応していません。

CPU / メモリ OSの最低動作要件を満たすこと

USBポート
USB3.2 Gen1×1
USB 2.0

暗号化方式 AES 256bit

その他 RoHS指令対応
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Traventy 3 AdminPack（管理用ソフトウェア）

OS

• Windows 11 (21H2/22H2/23H2) Home / Pro / Pro Education / Pro for WorkStation / 
Education / Enterprise (64bit)

• Windows 10 (21H2/22H2) Home / Pro / Education / Enterprise (64bit / 32bit)

• Windows Server 2022 Essetntials / Standard / Datacenter (64bit)
• Windows Server 2019 Essentials / Standard / Datacenter (64bit)
• Windows Server 2016 Essentials / Standard / Datacenter (64bit)

※ いずれのOS も日本語版/ 英語版に対応(コピーガード環境での利用は日本語版のみ)
※ Windows Server OS は「ポリシー配信ツール」のみ対応

CPU / メモリ OSの最低動作要件を満たすこと

その他

• ポリシー配信ツールはインス
トール時に管理者権限が必要
です。

• ポリシー配信ツールは標準で
80/TCPを利用します。必要
に応じてポリシー配信ツール
の利用ポートの変更を行って
下さい。ポリシー配信ツール
の使用ポートと同じポートを
使用するソフトェアを同時に
ご利用いただくことはできま
せん。



動作環境

AssetFinder（資産管理サーバソフトウェア – オンプレミス版）

OS

• Windows Server 2022 Essetntials / Standard / Datacenter (64bit)
• Windows Server 2019 Essentials / Standard / Datacenter (64bit)
• Windows Server 2016 Essentials / Standard / Datacenter (64bit)

※ いずれのOS も日本語版のみ対応

ハードディスク容量

200MB以上
※ 上記はインストールに必要なディス

ク容量になります。
※ ログ保存には、上記以外のディスク

容量が必要です。目安としては、1操
作ログでおおよそ1～2KByteの容量
が必要です。

ミドルウェア
Apache2.x、PHP7.x、MySQL5.x
※AssetFinder インストール時に同時にインストールされます。

ネットワークアダプタ
必須
(1つ以上の固定IPアドレスが必要)

プロセッサ
1GHz以上のIntel Xeon / Pentium / Celeron ファミリ、AMD Athlon / 
Opteron ファミリ、または互換性のあるプロセッサ ※但しOSのシステム要件を
満たすこと

構成
1台構成、または2台構成(WEB1台
+DB1台)の選択が可能

メモリ 512MB以上 ※但しOSのシステム要件を満たすこと 対応ブラウザ
Microsoft Edge (最新版)
Google Chrome (最新版)

その他

• 「バックアップ設定ツール」「ログ削除ツール」の操作は管理者権限が必要です。
• Microsoft Visual C++ 2013 Runtime(x86) がインストールされていること。
• Microsoft Visual C++ 2017 Runtime(x86) がインストールされていること。
• .NET Framework 3.5 がインストールされていること。
• 通信ポートは、80/TCP、443/TCP、3306/TCPを使用します。必要に応じてF/W等の設定を行ってください。
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AssetFinder Cloud / AssetFinder Remote Wipe Service（資産管理サービス – クラウド版）

推奨ブラウザ
Microsoft Edge (最新版)
Google Chrome (最新版)

通信ポート
• ログ通信：HTTP80/TCP（ログは「Camellia暗号」による暗号化が施され

ています。
• 管理ブラウザ：HTTPS443/TCP

通信制限オプション 各ポートに対し指定IPアドレスによる通信許可設定が行えます。（※AssetFinder Cloud のみサービス契約時にご申請いただきます。）

その他
• ログ取得環境およびUSBメモリの通信環境は、「Traventy 3」で設定されたポリシーの内容に準じます。
• 「コピーガード環境」ではSVログ(ファイル操作ログ)は取得できません。(※AssetFinder Cloud のみ)
• 日本語のみ対応しています。
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Windows OS macOS

基本セキュリティ機能

パスワード認証機能 ○ ○

ハードウェア強制暗号化機能 ○ ○

インストール / 管理者権限 不要 不要

ウイルス検知機能(TMUSB) ◯ ×

読み取り専用機能 ◯ ◯

使用可能なポリシー機能

パスワード

パスワードポリシーの準拠 ○ ○

パスワードレスキュー(リセット / ロック解除) ○ ○

マスターパスワードの入力 ○ ○

ウイルス対策
TMUSBライセンス自動更新 ○ ×

Autorun.inf削除機能 ○ ×

資産管理(＊1)

利用・ファイル操作ログの取得 ○ ×

遠隔データ消去 ○ ×

棚卸し機能 ○ ×

ポリシー配信機能によるポリシー更新 ○ ×

制限設定
使用可能期間の準拠・延長 ○ △ (*2)

動作制限 ○ △ (*3)

本体設定

メッセージの表示 ○ ○

使用可能容量の変更 ○ ○

変更ボリュームラベルの表示 ○ ○

追加ファイルの表示 ○ ○

NTFSフォーマットでの使用 ○ ×

1 資産管理機能はmacOSで
はご利用いただけません。

2 macOS上で使用可能期間
の延長は行えません。

3 判定条件に関わらず、mac 
OSは制限対象環境として
動作します。また、動作制
限ポリシーにてコピーガー
ドを選択した場合、mac 
OSでは利用できません。

※

※

※
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Traventy 3（USBメモリ本体）

製品名 型番 JANコード 参考価格(税別)

Traventy 3 / 4GB TRA04GVV3 4534798901226 ￥16,500

Traventy 3 / 8GB TRA08GVV3 4534798901233 ￥22,000

Traventy 3 / 16GB TRA16GVV3 4534798901240 ￥33,000

Traventy 3 / 32GB TRA32GVV3 4534798901257 ￥44,000

Traventy 3 / 64GB（*) TRA64GVV3 4534798901271 ¥63,800

Traventy 3 AdminPack（管理用ソフトウェア)

製品名 型番 JANコード 参考価格(税別)

Traventy 3 AdminPack TRAADMTV3 4534798901264 ￥44,000

関連ライセンス

製品名 型番 JANコード 参考価格(税別)

TMUSB更新ライセンス SDTLC01V1 - ￥1,080

SV機能月額利用ライセンス TRASVF1M1 - ￥220

※ 64GBは受注生産になります。在庫状況により、1.5～2ヶ月程納期が発生します。
※ USBメモリの価格には、初年度のTMUSB使用ライセンス費用が含まれています。

次年度以降も継続してTMUSBをご利用の場合は、更新期限までに更新対象USBメモリ本数分「TMUSB更新ライセンス」のご契約が必要です。
※ 「ライセンス自動更新機能」をご利用の場合は、USBメモリ導入時に「TMUSB更新ライセンス」のご契約が必要です。
※ 資産管理機能のご利用には「AssetFinder」の構築、または「AssetFinder Cloud」「AssetFinder Remote Wipe Service」へのサービス加入が必要です。
※ ファイル操作ログ機能のご利用には「AssetFinder」の構築及び「SV機能月額利用ライセンス」のご契約、または「AssetFinder Cloud」へのサービスご契約が必要です。
※ 「SV機能月額利用ライセンス」の初回契約は6ヶ月以上より承ります。
※ 「SV機能月額利用ライセンス」は、ご利用開始月の前月までに本サービスのご契約の完了が必要です。ご契約は、本サービス発注後に弊社よりお客様へメール納品される「契約内容

確認書(PDF)」および「ライセンスファイル」の納品をもって完了とさせていただきます。
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AssetFinder Cloud

製品名 型番 JANコード 参考価格(税別)

AssetFinder Cloud 月額サービス利用料 -199本迄 –(1式) AFCMSC199 - ￥120,000

AssetFinder Cloud 月額サービス利用料 -200本以上-(USB1本あたり) AFCMSC200 - ￥500

AssetFinder Cloud 初期費用 AFCINI001 - ￥200,000

AssetFinder Cloud 環境設定支援サービス AFCSVST01 - ￥40,000

※ 本サービスのご利用には、「Traventy 3」及び「Traventy 3 AdminPack」のご購入が必要です。
※ 新規および更新の契約月数は、12ヶ月以上から承ります。また、追加契約は、ご契約期限までの月割のサービス利用料のご契約が必要です。
※ ご利用開始月の前月までに、本サービスのご契約の完了が必要です。ご契約は、本サービス発注後に弊社よりお客様へメール納品される「契約内容確認書(PDF)」および「ライセンス

ファイル」の納品をもって完了とさせていただきます。
※ USBメモリの本数が199本以下の場合は、「月額サービス利用料 -199本迄(AFCMSC199)」一式が発生します。
※ USBメモリの本数が200本以上の場合は、「月額サービス利用料 -200本以上(AFCMSC200)」をUSBメモリ本数分ご契約ください。
※ 初回契約時は、「初期費用」一式が発生します。
※ 環境指定支援サービスはオプションサービスになります。必要に応じてご依頼ください。

AssetFinder Remote Wipe Service

製品名 型番 JANコード 参考価格(税別)

AssetFinder RWS 月額サービス利用料 ARWS-MF01 - ￥300

AssetFinder RWS 初期費用 ARWS-IN01 - ￥50,000

AssetFinder RWS 導入支援費用 ARWS-SP01 - ¥50,000

※ 本サービスのご利用には、「Traventy 3」及び「Traventy 3 AdminPack」のご購入が必要です。
※ 新規および更新の契約月数は、12ヶ月以上から承ります。また、追加契約は、ご契約期限までの月割のサービス利用料のご契約が必要です。
※ ご利用開始月の前月までに、本サービスのご契約の完了が必要です。ご契約は、本サービス発注後に弊社よりお客様へメール納品される「契約内容確認書(PDF)」の納品をもって完了

とさせていただきます。
※ 「AssetFinder RWS 月額サービス利用料」は、本サービスを利用するUSBメモリ本数分の契約が必要です。
※ 初回契約時には、「AssetFinder RWS 初期費用」一式の発注が必要です。
※ 「AssetFinder RWS 導入支援費用」はオプションサービスになります。必要に応じてご依頼ください。



「Traventy 3 あんしん保証サービス」は、ご購入いただいたUSBメモリの不具合・故障のすべてを保証します。「筐体が割れた」

「USBコネクタが曲がってしまって認識しなくなった」「コネクタが折れてしまった」など、USBメモリが破損等によりご利用でき

なくなった場合でも、ご契約期間中であれば新しいUSBメモリと交換させていただきます。
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⚫ 保証内容比較 あんしん保証サービス 通常ハードウェア保証(購入から1年間)

初期ハードウェア不良

コネクタの破損による認識不具合

外部からの衝撃による破損・物損

水没等の原因による認識不具合

⚫ 価格情報

製品名 型番 参考価格(税別) 月割型番 参考価格(税別)

Traventy 3 あんしん保証サービス1年間 TRA01HOS3 ￥3,600 TRA01MON3 ￥300

Traventy 3 あんしん保証サービス3年間 TRA03HOS3 ￥7,920 TRA03MON3 ￥220

Traventy 3 あんしん保証サービス5年間 TRA05HOS3 ￥9,600 TRA05MON3 ￥160

※ 本サービスは購入するUSBメモリ本数分のご契約が必要です。
※ 本サービスは初回購入時からご契約が必要です。
※ ご購入から30日以内にお申込み下さい。
※ ご契約期間中にUSBメモリを追加購入された場合は、ご契約期限まで月割の追加契約が

必要です。
※ 追加購入分のみ本サービスにご加入いただくことはできません。
※ 本サービス対象製品が販売終了となった場合は、後継機種で対応させていただきます。

※ USBメモリ内のデータ復旧は承ることはできません。ご了承ください。
※ 本サービス対応時のUSBメモリ送付先は、国内のみとさせていただきます。
※ 災害による不具合はサービス対象外とさせていただきます。
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• 会社名 イーディーコントライブ株式会社

• 設立 2006年10月2日

• 資本金 9,900万円（2021月6月 現在)

• 従業員数 20名（2022年12月 現在)

• 役員一覧 代表取締役 尾上 昌隆

• 取締役 尾上 宜隆

• 非常勤取締役 江島 巌

• URL https://www.ed-contrive.co.jp

アクセス

■東京本社■
〒102-0073
東京都千代田区九段北4-1-3
飛栄九段北ビル6F
TEL. 03-6238-3501(代) 

JR中央・総武線「市ヶ谷」駅 徒歩6分

都営地下鉄新宿線、東京メトロ有楽町
線・南北線「市ヶ谷」駅A4出口
徒歩3分

■大阪支社■
〒532-0011
大阪府大阪市淀川区西中島3-23-16
セントランドビル6F
TEL. 06-6838-3163(代)

地下鉄御堂筋線「西中島南方」駅
徒歩1分

阪急電鉄・京都線「南方駅」 徒歩3分

JR「新大阪」駅 徒歩7分



著作権・お問い合わせ先

• Traventy 3、Traventy 3 AdminPack、AssetFinder、AssetFinder Cloud、AssetFinder Remote Wipe Service はイーディーコントライブ株
式会社の商標または登録商標です。

• Microsoft、Windowsは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標または登録商標です。

• Trend Micro USB Security™、 TRENDMICROはトレンドマイクロ株式会社の登録商標です。

• その他製品名及び社名などは各社の商標または登録商標です。
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イーディーコントライブ株式会社 リスクマネジメント事業部

■東京本社■
〒102-0073 東京都千代田区九段北4-1-3 飛栄九段北ビル6F
TEL：03-6238-3501（代）内線：3 ※ガイダンスの途中でもお繋ぎできます。

■大阪支社■
〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島3-23-16 セントランドビル6F 
TEL： 06-6838-3168

Email sd-brand@ed-contrive.co.jp
URL https://www.safety-disclosure.jp

◼ 製品に関するお問い合わせ先
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